
参加者 大場たつ子　林昭光　小平史伸　高柳博史　守谷康弘　野口雅人

・工場をあまり誘致しない。ゆとりある仕事を
増やす。（ゆとりのあるまち）
・都市化しないのどかな町に
・魅力ある町、個性的な町
・高い建築物を作らせない。

・ボランティア意識のある方の活用

・子育て支援（少子化を克服する）
・少子化対策
・少子高齢化の問題
・子育て・福祉　保育園不足
・子育て・住環境　若い人達の住宅不足（若夫
婦）（親世代との同居を望まない人達）

・個人事業者の先行き不安（特に商店街）
・商業、商店街の振興
・商店街の活性化

・産業振興（雇用と財源確保）
・都市基盤産業。働く場所の不足（老若男女、押
し並べて）

・若者が結婚しない。出会いの場が少ない。

・人口の安定化（森町に適した人口、目標を決
める）
・勤労・就労人口の減少
・若者の流出

・若者が森町に定住して安心して暮らせる町

・農業、林業、商業と多様に備えられた町を充
分に生かせる事。
　　　　　　　　　↓
・地産地消がされていない

・町民の町民としての自覚と意識の高揚（地域
連帯）

・病院の経営をより良く。
・病院の充実。

・教育の充実（個々の学力や教養を育成する。）
・型だけの社会教育でなく誰もが参加できる生
きたもの

・教育の充実　教員数の増大

・身近に保育園をほしい→地域の空き家を活用
した保育施設（地域の高齢者など）
・子どもを抱えている人の子育て支援に絞り込
んだら良い。
・働きたい人が働けるように、保育園の充実→
保育園のまちへ
・保育園（社会性）と家庭の愛情の両立が大切
　　　　　↓
・財政が成り立つか
　　　　　↓

　　　　　↓
・まちなみづくり
　　　　　↓
・子育てスペースを商店街に。

　　　　　↓
　　①支出見直し
　　②収入増
・観光客がまちの中に入りやすくする→消費
・他とは違う観光地づくり→空き地に地場の街
並みにあった商店を集める→土地の提供を町
で
・森町の特長を生かした施策（遠州の小京都・
琴など）
・集中して投資する

・ボランティアを育てる。お金を出さなくても
良い。
・男性ボランティアを増やす。
・有償ボランティアも必要。

・バス路線網の整備
・交通問題
・交通網について考えたい（行き止まりの所が
多い）

・自然が少なくなっている（きれいな川の水、
空気、環境）
・水辺が少ない
・環境　水質悪化

・子どもを守るボランティアがいると良い。
（防犯・交通安全）
・防犯　警察署の移転縮小
・安全な町、防犯等

・行財政改革（財政の見直し、行政の合理化）
・町財が少ない
・町予算を生産性のあるものに向ける

・高齢者に生きがいある仕事を。
・地域ぐるみで支えあう高齢者福祉

・観光・産業　伝統をより生かす観光とは。
・観光化が進まない
・一部施設（小国神社、アクティ森）しか観光
産業が成り立たない。
・旧家買取制度
・地域資源を生かした観光ネット作りをしたい

　　　　　　　↓↑
・森町だけでなく近隣市町村との協力（観光）



参加者　二藤勲　山本玲子　花嶋政美　岩田春喜　山口光宏　倉嶋要介　山浦麻由子

問題
△授産所が隔離されている
△障害者への援助不足
△高齢者の介護予防を！
△高齢者の今後の職業
△高齢化、少子化（小学生が少ない）

△高齢者の交通手段

希望
○子育て支援
○子育てなくして活性化なし。長泉町
○福祉の学校ができたらいい。
○天浜線に森町病院駅を。

問題
△観光客が一ヶ所を目指してくるだけ。
△観光への取り組みが中途半端。一人よがり。
外へのＰＲは下手。
△宿泊施設

希望
○観光のＰＲ
○町の観光の発達（観光地への発達）
○サザンカ荘再建は必要。
○自然環境をうまくアピール。自然を少し
人工的に手を加え観光面のアピール。
○森町の中心街の整備（観光地に）

○第二東名のＰＡの有効活用。長野小布施
町のような取り組み。

問題
△人間国宝がいない
△森町には伝統的な良い文化（祭り、有形・無
形のもの）がある
△子ども達に遊び方講座（遊び方を知らない）

希望
○周智高の跡へ農業大学設立
○働くところと住むところの確保

問題
△整備されたキャンプ場がない
△夏、バーベキューをやりに来る人が多いの
で、川をきれいに守る。
△汚れる川

希望
○太田川の整備
○太田川の桜トンネルがすてき
○自然の中で遊べる施設をもう少しほしい
○山の利用

・空き地の整備
・山間部における土地の整備
・太田川ダムの有効利用
・オートキャンプ場　そこに温泉やカヌーなど
のレジャー施設

問題
△娯楽が少ない
△山間地の過疎化
△交通整備（バスが通るとこ
ろが少ない）
△天浜線に活を入れる。

△コミュニティバスは必要。
観光にも、福祉にも。

希望
○地区センターの改修を（特に調理室）
○河川敷沿いに小さな遊具やサッカー
ゴールがほしい。
○特技を生かせる場の情報を提供（ボ
ランティア）
○市民（町民）団体、NPOなどの育成を
図り、町民が活発に活動。
○中心街の道の整備
○柿木を街路樹に。
○通学路に歩道を。
○幹線道路の整備

○第二東名を早く完成させる

　問題・希望
・各町内会同士の連絡
（コミュニケーション）
・人と人とのつながりを
つくる

問題
△就職先の減少
△若い人の働く場所が少ない
△商店街が寂れている

希望
○特産品を利用してのＰＲ
○森の産物を直送し森の名を広める

○レタス、メロン、お茶、お米等の農業の観光化
○産業の活性化。地場産業の強化。
○地域産業の発展
○商店街の活性化
○地元でもっと働けるように工業の発展

○農業　若者の担い手の育成。それには若者に
とって魅力ある農業を。



参加者 山田正光　小倉豊寿　小澤雅美　齋木薫　辻克美　畑中豊子

・もりもり祭りのような町全体を巻き込んだイ
ベント開催
・空いている施設の利用法として、物を作った
り、学んだりできる教室などを開いて欲し
い。
・お寺を使って文化展をやるなどしたら良い。
・ケンカ祭り。（名前が問題）

・今なぜ遠州の小京都なのか。
・遠州の小京都というには町並み景観が今イ
チ。
・空き地利用　ポケットパークが欲しい。
・町の家並みが歯抜けになっている。
・疲弊しきった森地区
・贅沢を言わなければ森町は住み易く、人柄も
よい。今の森を維持していきたい。

・隣家の隔たりのない環境づくり住宅など顔を
合わせる機会が増える造りを工夫する。
・ボランティア活動を大いに絶賛して幅広く活
躍してもらう。

・グローカルな視点で森の役割を考える（何が
できるのか）
・何のため、誰のための“まちづくり”なのか
・ 首長のビジョンポリシーは？
・ 世界につながることが森町の将来に欠かせな
い。まずは、基盤整備とともに環境（ソフト
部分）づくりを進める。
・私たちの提言は原石でいいのだ。(原石を磨
く)

・ 高校跡地に○○学園を。若者の。
・ 高校跡地に温水プールが欲しい。
・ 使用しなくなった施設（学校など）を利用し
て、介護士養成学校を開設（日本人に限らず）

・ 山芋の芋汁は森町の人がいつも食べているの
で、名物料理になればいい。

・ 地域拠点とアクティ森という視点から若い人
が働ける仕組みを確立していく。
・ 飯田地区の農家の高齢化対策として新規就農
の支援などを行う。

・ 森町は元気な高齢者が多いので、負担のかか
らない程度の仕事作り。文化が豊かな町なの
で、工芸・絵画など民芸品の制作など。

・ 山間地は大変人が少ないので、山にあった宅
地化を行い人口の増加を図る。
・ 若い人が森にいたい、帰ってきたいと思える
ような町

・ ゴミ排出量は減少傾向だが、処理費用がもっ
たいない。地球温暖化防止。ゴミをださない。
・ 町をきれいにするために、みんなで掃除する
ことも大切ですが、まず、ゴミを捨てないと
いう意識を持つようにする。
・ タバコのポイ捨てが多い。

・ 天方、三倉地区をエコミュージアム化して、
森町の酸素や水の供給地化を行う
・ 森林の保全がされていないので山を肥やすと
ともに景観を良くする広葉樹林化をすすめる
・ 山林の手入れが充分にされていない。
・ 山に林道を整備する
・ 太田川ダムを一般観光化するのではなく自然
の宝庫となるような活用を考えていく。
・ 町民がもっと自然のことを勉強（知る)して、
町の自然を誇れるようにする。町外から来た
人に教える。
・ 緑を増やすために、家庭での植樹の推進を高
める。

・ 太田川の水位が下がっている
・ 太田川の堤防の草刈を行う
・ 太田川の美化運動 ゴミ拾いなど地域全体で
行う
・ グランドゴルフやゲートボールの方々に太田
川の堤防の草刈をやってもらったらどうか。
ゴミ拾いもしかり！
・ 河川の汚れ、水量の減少がひどいので下水道
か合併浄化槽を完備する。
・ 森町の中でも、まだ町の水道がきていない所
もある。

・ 観光客が車で来たときの駐車場の整備。走り
やすい道路整備。
・ 観光でお客様が森町へ来てくださるが食事す
るところが少ないとよく聞く。
・ 外来者が食事や宿泊をする施設が極めて少な
い。

　　　　　　↓↑
・ 商店街を通るとシャッターで閉まった店が多
い。

・ 子ども達と高齢者の交流を増やしてほしいの
で、農業体験の場を増やす。
・ 高齢者と若者のコミュニケーションの場をつ
くる。
・ 山間部は子どもが大変少ないので都市－山間
地交流を積極的に行う。（コミュニケーショ
ン）

・ 山間地への宿泊体験をしてもらい、自然のよ
さを知ってもらう。
・ 子ども達がもっと自然に触れて遊ぶように、
体験学習などを開く。外で遊ぶ楽しさを教え
る。

・ 交通事故のない安全で走りやすい道路をつく
る
・森町の花(ユリ)・木(サザンカ)・鳥(カワセ
ミ)を増やすとともにシンボルロード化を進
める。
・ 街中の一方通行はなぜ。

・ 秋葉バスサービスの代わりに街中の巡回バス
（小型）を定期的に廻したらどうか（老人、外
来者）


